
シラバス区分 専攻科

回

4回
親子関係の発達（４）：子育て支援，子育ち支援を考える(2)
①母親・父親としての発達　②家族システム論　　[仲渡]

3回
親子関係の発達（３）：子育て支援，子育ち支援を考える(1)
日本の親子関係　　[仲渡]

2回 親子関係の発達（２）：赤ちゃん学と自己の発達　　[仲渡]

父親支援（２）：父親への子育て支援
①グループワーク　②発表　　[井上・瀧本]

1回
①授業ガイダンス： この授業で扱う内容と到達目標
②親子関係の発達（１）：赤ちゃんの不思議 : 見る世界の発達　　[仲渡]

授業計画（項目・内容と方法・担当者）

5回

12回

11回

履修時期

学年 学期
科目区分 科目コード 開講専攻 科目名（上段：和名、下段：英名） 時間 単位選択区分

高橋　典子＊

助産学専攻科 必修
Relational Development between Infant and Parents

15

④ マタニティサイクルにある対象の個別性を尊重し、対象のもつ力を最大限にひきだすための基本的な助産診断及び助産技術を獲得できる

助産学実践領域 S113 1年 前期

担当教員

1

井上　明子 仲渡　江美 瀧本　千紗

10回

13回

9回

8回 児童虐待対策（２）：児童虐待予防と発見後のサポート体制　　[高橋]

7回 児童虐待対策（１）：地域における児童虐待対応の実際　　[高橋]

6回

授業目的

到達目標（授業目標）

１．愛着について理解し、子どもの健やかな育ちを育む親子関係のあり方、また親の育ちを支援するための基礎的知識が理解できる。
２．地域におけるハイリスク児の子育て支援を理解し、助産師の役割を考えることができる。
３．児童虐待について理解し、早期発見とその対応のための助産師の役割を考えることができる。

発達心理学の側面から、養育者-子どもの相互作用と乳幼児期に必要な子育て支援について学ぶ。
ハイリスク親子関係について、特に児童虐待に関する知識と発見方法、その対応について学ぶ。

親子関係発達論

父親支援（１）：父親の子育ての実際と課題　　[井上・瀧本・教育協力者]

関連するDPキーワード

○ ⑤ 女性が安心して子どもを産み育てられる環境を整えるために、地域と密着した子育て支援活動が理解できる。

カリキュラム区分 現行カリ

○ ⑥ 周産期医療の高度化や多様化する価値観、時代のニーズに柔軟な対応ができる能力を身につけている。

⑦ 助産ケアの質の向上を図るために、研究的視点や科学的根拠を活用し、さらに探究する力を身につけている。

① 生命の尊厳を基盤とし、助産師としての倫理観と責任感を持ち、対象を尊重することができる。

② 助産師としての役割や責務を自覚し、助産師であることに誇りを持つことができる。

③ 女性のリプロダクティブヘルス/ライツに関する健康課題について、広い視野から支援することができる。



24回

実務家教員

教科書 指定なし。必要な資料は授業毎に配布する。

参考図書等

28回

29回

30回

成績評価方法及び基準

授業参加姿勢・課題レポートにより評価する。
井上（25％）・仲渡（50％）・高橋（25％）の評価割合とし、総得点で評価する。60点以上を合格とする。

26回

27回

22回

23回

16回

17回

18回

15回

備考

授業時間外の学習について（授業準備のための指示）

授業時間外の学習については、各担当教員が授業の最初にお知らせする。

関連科目

19回

20回

21回

25回

14回

助産学実習Ⅲ

前科目

後科目

S109

S120

助産診断・技術学Ⅲ

『知覚・認知の発達心理学入門』山口真美・金沢　創（編集），北小路書房
『親密な人間関係のための臨床心理学』　平木典子・中釜洋子・友田尋子（編集），金子書房〔仲渡担当分〕


